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平河町

来目して先ず住み着いたのが増上寺開拓使お雇い外国

人宿舎･翌年明治7年11月末に舟運院へ転居.滞日7年

間の3回目で,そして最後の住居は,東京麹町平河町5

丁目17番地だった.今回も,移転目の確証はたいが,明

治9年12月15目としたのは,コック幸太郎の書いた家計

簿の御陰である･家計簿を読んでいくとr12月15日,舟

運院家賃15円50銭｣は,月末の支払いを引越の際に終

えたと判断L,rひきうつりの荷物3つ,1式10円｣は

引越しの経費と思われる.飛んで17目にたると,｢掃除

人足2人(16日分)40銭,くぎ7銭,ごみとり3つ30銭2

厘,こびしゃく2本3銭6厘｣とあり,新居に移った感

じで,締め括りは12月30目,r地券書替印税1円25銭1

厘｣･確実に,ライマン及びライマンｰ家は,平河町に

落ち着いたことが解る｡

明治8年10月23目官許出版｢東京区分絵図会｣による

とlHIRAKAWACHOは平川町で,幸太郎は,r平川

町ヨリ上野マテ往返人力車(安達)2銭｣と記し,精養

軒の角パン届けの領収書も,平川町5丁目ライマン様で

｢平川町｣が断然マジョリティｰを占めているかと思う

と,次第に平河町が優勢にたるが,川･河はライマンが

離日するまで統一されていない･それで,明治10年1月

エ7日,幸太郎がr明治12年12月分区入費,平河町17番地

17銭6厘｣と書いているのを良しとし,｢河｣を選ぶこ

とに決めた.

ライマンの開拓使との契約は,明治8年12月6目で終

わり･短期間雇い継がれたが,彼のフィｰルドブックに

よると,明治9年2月24目,内務省勧業寮へ赴き,大鳥圭

介立会いの下,内務大丞河瀬秀治と契約書のサインを交

している.黒田清隆はライマンの開拓使契約更新を否定

したとか,内務卿大久保利通は内務省ライマン雇用にネ

ガティブた差出口をしたとか,ライマンは無給で北海道

地図を完成したけれぽならなかったとかの真否説で,解

雇後,打ちのめされたライマンの姿を想像しがちである
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が,いやいや全くそれと反対で,パイタリティに満ち濡

れたライマンの姿が,明治9年のフィｰノレドブックを見

ると浮上がる.当時ライマンは朝食前自宅で,6時から

8時まで2時間仕事をやり,それから朝食｡朝食後,開

拓使へ出掛け,9時から4時半まで,時には5時半頃ま

で仕事をし,忙しくたると,土曜目もこのスケジュｰル

で押し通し,現代版のワオカホリック･働き蜂も舌を巻

く働きぶりである.

4月30目1876日曜目(第1図)

開拓使オフィスで,9時から4時半まで仕事をした.

自宅では日課の朝食前の2時間を,ミスタｰ大鳥へ仕

事に関する手紙をしたためるのに費やした.ポロナイ

炭鉱(第三紀層を含む)のも見積りを終了した｡総計は

107,990,000トンとみたす･明目は日曜日で休みであ

るが,QとKが一目中働くはず.彼等は第1滴の地図

の写しを二人一組で代わりぼんこにやる.

5月7日1876日曜目

6時から8時まで,そして正午までもう1時間ばか

り仕事をした.石炭を測定L｢日本蝦夷地質要略之図｣

の各種色彩の下書きを直したり,写したりした.

(QとKは,それぞれ桑田知明,賀田貞一のこと｡筆者注)

第1図平河町,フィｰルドブックL22,p.76

1)マサチュｰセッツ大学頭間:8EatonCourt,Amherst,
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キｰワｰド:ライマン,平河町
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策2図平河町,フィｰルドブック
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5月10目1876この日は特に興味深い(第2図)｡

開拓使で4時半まで仕事をした.その間午後r日本

蝦夷地質之図｣8枚を持って,リトグラファｰ(彫刻

会社一筆者注)を訪れた.会社は一週間以内に最後の校

正を終わると受けあった.全部字を入れたオリジナル

マップ,印刷したマップ,校正刷(封筒に何も記入せず,

着色した下書き,赤インクで輪郭をつけ,1から12の数字で

色を表した写し),以上を会社に預けてきた｡

ポロナイの地図完成.今日の日付を入れた.又｢日

本蝦夷地質要略之図｣にも今日の目付をいれた.

今日開拓使から送られて来た蝦夷鉱物の中に･3つ

の化石があった.その中の浦河の近くからPtychoce･

raS(と思う)は,石炭層を白亜紀層にするのではなか

ろうか?

3年間の苦労が実を結び,次から次へと北海道の地図

が仕上がり,目付けを入れ,額に収める輝かしい日々で

あった､この記録は,ライマンが化石に関する知識た

く,地質調査で化石を疎かにしたと批評された非をはっ

きり裏書きする好材料でもある.

6月5目に,ライマンが越後石油調査に立つ前,道中

ご無事にの訪間を受けるが,訪間者の中にナウマン･ゴ

ッドフレイ(J.G.亘.Godfrey,工部省勤務のイギリス人一筆

者注)の名が見られる･

越後の石油調査を終えて江戸に戻ってきたのが11月9

目.余程嬉しかったのか,大きく｢帰宅,舟運院,9時

48分｣とし,

天候まだ良し､数名の訪間を受けた(ジネラル大鳥,

R.山内,C.野村)｡午後ブｰケマ家訪間.夜になる前

に荷物到着･又Gと別当,馬,クリｰも帰る･

ようやく帰宅Lたライマンの喜びと安堵を感じる･そ

1990年12月号

の後休息が続き,弟子達が越後から帰った翌日の11月25

目,rYのところへ.Yと一緒に平河町17番地の売家を

みてきた｣と,たった二行だが見逃がせぬニュｰスであ

る｡ここでYとは山内徳三郎のことである｡

明治9年の末から10年の始めの書簡コピｰ綴りは,大

部分ビジネスレタｰとリポｰト,そして私信は不明瞭な

箇所が多いので,フィｰルドブックに頼る外無かった･

｢平河町｣を仕上げたものの,どうしても物たらず,も

う一度コピｰ綴りに目を通してみようと決断した結果,

幸運をつかんだ.1877年1月11目付,6ぺ一ジの長いメ

リｰへの手紙の1-3ぺ一ジは,どうも,クリスマスと

新年の出来事の詳細た描写らしい､ところが4ぺ一ジめ

に｢この家を申し分ない安値で買うことに成功しまし

た｣とあるではないか.続いて｢サソボｰソの誕生目,

12月15日にうつりました｣とある.やはり12月15目だっ

たのだ･思わず心のたかで快哉を叫んだ･サソポｰソ

は,ハｰヴァｰド大学時代からの親友で,二人の友情は

ライマンの死まで続いた.

ここへ移って以来,修理や掃除するいろんた職人達

や多数の日本人の知人の訪間に絶えず中断され,悩ま

されています､家も土地も,ばかに広すぎたなあと感

じ,叉2都屋で満足すれば良かったと思い始めていま

す｡

ここでライマンは,広六とした家と土地につきメリｰ

に説明している.土地は1工一カ約34047平方メｰトル,

大都会の中央に位置する場所としては広大である.敷地

は土地の6分の1で,これも広いが,日本の家は大体一

階建であるがと述べ,でも独身の自分には大きすぎると

言い,すぐしかし使用人と弟子二人,賀田･島田純一,

それに使用人の家族全部で13人か14人か15人の大世帯だ

からと,広い家を買った理由を正当化しているに違いた

い.5ぺ一ジから少しわかりやすくなり,｢この家はお屋

敷だった･つまり,旗本の家で30年前に建てられた･と

なりまで火がきた火事の名残があり,年を経た江戸の大一

変古い家だ｣･又｢本館以外に長屋があって･そこに賀

田と島田が住むことにたっている｣.ここから又はっき

りして,

それ以外に,門番の小さな家と別当と馬の同じ様た

家があります.門番は年とっていて,かみさんがいま

せんが,十代の娘がいます.別当には,1,2年前ブ

ｰケマ夫人の乳母だった良いかみさんがいます.

又解読に戻る.｢本館は,居間･書斎･応接間･寝室,

それに2,3の小さな部屋があり,その1つは,安達

(安達仁造のこと一筆者注)が住むことにたろう｣と書き,�
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⑤

客用の部屋が1つ,今小さたキチンとして使用している

部屋は,酪農室にL,牛を買いたい希望を抱いている｡

北側はキチンと食堂,2人の使用人の各室,それに井戸

室とベランダがある.近所には,ゴッドフレイやブｰケ

マが住んでいるらしい.rアメリカを除き殆んどの外国

公使館があるので,帰国する時売るのに便利であろう･

家と土地で2,300ドルで購入･売値が3,O00ドルだった

写真ライマンの平河町の住居

①居間,②オフィス,③書斎,④書斎,⑤食堂

ので安かったと思う.日本との条約で,外国人は土地を

買えたいので,私の一番弟子の山内徳三郎が所有者にな

っている｣･叉500ドルで,眺めの良い二階建てを建て

る,とライマンの夢のプランは,まだまだ続いているが,

解読は全く不可能とたった.

離日の年,明治13年6月8日,平河町で大火があら

た.ライマン家助人名録が保存されていて,目を通すと

とても印象深い(第3,4図).駆けつけた順であろう

か?最初の二人は｢山内氏より2人｣,弟子の山内徳三

郎の名は後で出てくるので,山内堤雲か,未だ私には解明

でき頗.R.Yamauchiの使用人2人だのであろうか?.

安達仁造･前田清明,少し遅れて稲垣徹之進･杉浦譲

三･西山正吾と弟子達がかけつげた.r永吾方久次郎｣

の名があり,ライマンが鉛筆でKiujirobrother,Mr

Yamagiwaと右側に記しているので,山際永三氏(第

4図右下にある印刷では読み取りにくいであろう永吾の孫)ヘ

リストのコピｰをお送りしたら,お返事をいただいた
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の姿を想像しました.
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.こ砧｡,三二μ..

二'ン粉･.

第3図6月8日大火の際の助人名録

一'一山=一=''｢一

策4図6月8日大火の際の助人名録

.･三千･し

(1990年4月21日の書簡).

｢久次郎は,永吾の実弟で若くして亡くなり,弟の死

を永吾が非常にくやんでいたのを父から聞いたことがあ

ります.一永吾本人がいたくて,かわりに弟の久次郎

が,かげつげたのではたいでしょうか｣と述べられてい

る.お返事のたかで,次の部分に感動したので,そのま

ま引用させていただく.

そのころ多分山際(久次郎)が住んでいた芝ともえ町

から平河町まで,2,500から3,000メｰトルくらいある

と思います.坂もあります.そこをかげつげる人おじ

1990年12月号

マゾの関係は判らないが,火事の一ケ

屋料理店で,弟子達,大鳥,荒井そし

て榎本と夕食をしている｡黒田清隆と

ライマンの確執にかかわらず,開拓使

時代からお互いに一目置いていたので

はたかろうか?思い過ぎかも知れな

い.旦万治13年は榎本は海軍卿で,黒田

は北海道長官であった･ともかく火事

見舞でライマンを訪れたところに榎本

の偉さがある･明治政府で重要た地位

についた唯一の旧幕臣,しかも朝敵で

あったがための苦しみ,人知れ頗苦悩

を浄化し,真の人間として,真の庶民

として生きる榎本の偉さに私は感激し

た.

ライマンのフィｰルドブックの6月

8日を見ると

6時15分,麹町に大火があった.

大変際どいところだったが,オフィ

スも家も焼けなかった｡弟子達及び一

友達が貴重品を運び出すのを手伝っ

てくれ,危険が去ったとき,又家の中へ戻してくれ

た､

叉6月9目,ミスタｰ･ヴァン･ハｰベストヘの手紙

の主た部分を訳すと

｢ジャパン･ガゼット｣をお返しします.有難うご

ざいました.昨夜大火事があり近くまで火がきまし

た.火災から新聞その他を救助したので,新聞のイン

キが湊みました｡お許し下さい.

フィｰノレドブックも手紙も,火事のひどさを語ってい�
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る.

明治14年5月,8年ぶりにノｰスハンプトンに戻り1

同国人･アメリカ人につき,｢押し強くエネルギッツユ

で,激しく利已的たサクソン民族は,日本人の様た従

順,思いやりあり,献身的で親しみやすい人々と比べ,

優しさと感じの良さが劣っている1)｣と述べている｡そ

の時,ライマンは目の前に炎を見,かげつける人六の足

音を聞き,6月8日の大火を思いだし,江戸の人六の人

情の美しさを再認識したのではたかろうか?.

1)FujitaFumiko“Boys,beambitious!":Americanpio･
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<受付:1990年6月18日>

新刊紹介

｢地球環境の変化に関わる堆積学的諸問題｣一

堆積学研究会では,昨年11月に行われたシンポジウム

をもとに,会報32号特集r地球環境の変化に関わる堆積

学的諸問題｣を4月に刊行致しました.掲載される論文

は,饅隠岐海嶺堆積物に見られる明･暗リズム(松本良

ほか)竈古生態と古環境解析一要旨一(鎮西清高)魯非定

常的堆積現象研究の意義と方法(志岐常正)魯女川層に

みられる堆積リズムと環境変動(多田隆治)塞化学組成

から見た層状チャｰトの堆積メカニズムと周期性(渡部

芳夫)⑬湖沼堆積物の粒度組成の変動と過去の侵食環境

(柏谷健二)鶴琵琶湖における乱堆積現象と古環境変遷

(公文富士夫ほか)轡汽水湖沼の湖底堆積物に記録された

完新世の環境変化(鹿島薫)魯縞状堆積物のフラクタル

解析(川上紳一ほか)魯工4C年代測定と環境変化解明の諸

問題(中村俊夫ほか)奪日本の中生代以降の地層に認めら

れる海進･海退現象(伊藤慎ほか)窪白亜紀セノマニア

ン～チュｰロニアンの海水準変動(安藤寿男)魯九州中

軸帯白亜系の堆積過程たらびに堆積･造構造環境(坂井

卓ほか)㊥前弧深海成砂層物の堆積パタｰンとその制

御機構(草場敬ほか)⑬臨海扇状地の海水準規制(武藤

鉄司)饅西太平洋で見られた炭酸塩補償深海度の変動(山

本聰)蜜中部太平洋海底堆積物中の金属元素の分布(三

田直樹ほか)轡堆積物におけるH2Sの挙動(鈴木徳行)魯

日本海溝セジメソト･トラップ中の微細鉱物と堆積蓑境

(青木三郎ほか)轡西南目本太平洋側の陸棚～斜面域の表

層堆積物(池原研)饅鮮新世後期の扇状地一網状河川

堆積相:本州西端部の土井ケ浜層(水野篤行ほか)⑬潮下

帯堆積積物の特徴とその識別法(牧野泰彦)⑬古東京湾の

沿岸砂州堆積物から推定した古水深と離岸距離(岡崎浩

子ほか)の23論文です.B5版2段組140頁で,非会員価

格は3,000円です｡希望者は下記宛てお申込み下さい.

〒812福岡市東区箱崎6-10-1九州大学理学部地球惑

星科学教室内堆積学研究会事務局坂井卓宛Te1,

092-641-1101(内線4304),Fax092-632-2736,631-4233

堆積学研究会事務局(坂井卓)
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